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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第２四半期連結
累計期間

第38期
第２四半期連結

累計期間
第37期

会計期間
自平成25年７月１日
至平成25年12月31日

自平成26年７月１日
至平成26年12月31日

自平成25年７月１日
至平成26年６月30日

売上高 （千円） 3,123,303 3,002,807 6,057,659

経常利益 （千円） 106,158 127,413 174,739

四半期（当期）純利益 （千円） 46,376 51,706 15,111

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 47,672 52,284 16,578

純資産額 （千円） 3,449,712 3,409,800 3,418,574

総資産額 （千円） 4,257,326 4,178,997 4,133,425

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 12.17 13.56 3.96

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 81.0 81.6 82.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 307,936 223,116 450,783

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 23,122 △121,393 1,045

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △32,409 △85,090 △65,642

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,327,533 1,431,701 1,415,069

 

回次
第37期

第２四半期連結
会計期間

第38期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

自平成26年10月１日
至平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 8.77 10.18

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には消費税及び地方消費税は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。なお、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢の改善により、景気は緩やかな回復基

調がみられるものの、消費税率の引き上げや物価上昇に伴う実質所得の減少、円安による原材料価格の高騰懸念

もあり、先行きは不透明な状況となっております。

　外食産業におきましても、景気改善による労働需給バランスの悪化により、採用を含む人材の確保他、企業間

競争は激しく、引き続き厳しい経営環境で推移しております。

　こうした状況の下、当社グループは既存店の活性化を図り、地域一番店を目指す方針に基づき、人材の発掘・

登用を積極的に行い、また、「わざわざご来店いただいたお客様」にご恩返しするためのきめ細かい施策を継続

して実施してまいります。第１四半期連結会計期間において既存店リニューアルを１店舗実施し、当第２四半期

連結会計期間では庄や１店舗及び日本海庄や１店舗を新規出店いたしました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間末の店舗数は、大衆割烹「庄や」43店舗、「日本海庄や」40店舗、気楽

な安らぎ処「やるき茶屋」９店舗、カラオケルーム「うたうんだ村」８店舗、無国籍料理「KUSHI949KYU」１店

舗、コーヒー専門店「ドトールコーヒーショップ」１店舗、旬菜・炭焼「炉辺」１店舗の合計103店舗となってお

ります。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高3,002,807千円（前年同四半期比3.9％減）、売上総

利益は2,159,671千円（前年同四半期比3.1％減）、販売費及び一般管理費については2,039,975千円（前年同四半

期比4.4％減）となり、営業利益は119,695千円（前年同四半期比26.2％増）となりました。

　経常利益につきましては、127,413千円（前年同四半期比20.0％増）となり、税金等調整前四半期純利益87,660

千円（前年同四半期比3.4％減）となり、四半期純利益は51,706千円（前年同四半期比11.5％増）となりました。

　また、当第２四半期連結会計期間において、固定資産の減損損失39,597千円を計上しております。

　なお、当社は料理飲食事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

 

 

EDINET提出書類

株式会社かんなん丸(E03306)

四半期報告書

 3/18



(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、1,431,701千円となり

ました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は223,116千円となりました。

　これは主に、税金等調整前四半期純利益87,660千円、減価償却費113,957千円、仕入債務の増加額55,435千円に

よるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は121,393千円となりました。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出83,349千円、定期預金の預入による支出32,301千円によるもので

あります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は85,090千円となりました。

　これは主に、長期借入金の返済による支出24,285千円、配当金の支払額60,737千円によるものであります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）

(平成26年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成27年2月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,351,308 4,351,308

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 4,351,308 4,351,308 ─ ─

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年10月１日～

平成26年12月31日
─ 4,351 ─ 275,100 ─ 88,500
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（６）【大株主の状況】

  平成26年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 佐藤　栄治  埼玉県さいたま市南区 1,009 23.20

 有限会社群青  埼玉県さいたま市南区南浦和2-18-5 954 21.94

 佐藤　京子  埼玉県さいたま市南区 348 8.00

 株式会社大庄  東京都大田区大森北1-22-1 126 2.90

 株式会社小室商店  東京都品川区中延5-9-13 81 1.86

 かんなん丸従業員持株会
 埼玉県さいたま市南区南浦和2-35-11

 南浦和秀華ビル６Ｆ
58 1.34

 株式会社埼玉りそな銀行  埼玉県さいたま市浦和区常盤7-4-1 50 1.15

 株式会社武蔵野銀行  埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-10-8 40 0.92

 サントリービア＆スピリッツ株

式会社
 東京都港区台場2-3-3 34 0.79

 住友生命保険相互会社  東京都中央区築地7-18-24 33 0.76

計 － 2,735 62.86

　（注）１．所有株式数の千株未満は、切り捨てて表示しております。

２．上記の他、自己株式が539千株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式  539,500
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,807,900 38,079 －

単元未満株式 普通株式    3,908 － －

発行済株式総数 4,351,308 － －

総株主の議決権 － 38,079 －

 

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社かんなん

丸

埼玉県さいたま市

南区南浦和2-18-5
539,500 － 539,500 12.40

計 － 539,500 － 539,500 12.40

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年７月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、アスカ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年６月30日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,478,139 1,526,474

売掛金 39,109 51,979

商品 79 62

原材料 36,426 41,063

前払費用 75,704 74,545

その他 17,066 17,832

流動資産合計 1,646,527 1,711,957

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,204,101 1,162,125

その他（純額） 295,408 297,087

有形固定資産合計 1,499,509 1,459,213

無形固定資産 16,559 16,020

投資その他の資産   

敷金及び保証金 812,868 818,192

その他 202,616 218,755

貸倒引当金 △44,923 △45,363

投資その他の資産合計 970,562 991,583

固定資産合計 2,486,631 2,466,817

繰延資産 267 222

資産合計 4,133,425 4,178,997

負債の部   

流動負債   

買掛金 121,928 177,364

短期借入金 10,000 10,000

1年内返済予定の長期借入金 51,370 37,485

未払法人税等 49,111 45,766

賞与引当金 2,340 2,540

資産除去債務 － 4,553

その他 289,137 313,061

流動負債合計 523,890 590,770

固定負債   

長期借入金 25,040 14,640

資産除去債務 159,586 158,728

その他 6,335 5,057

固定負債合計 190,961 178,426

負債合計 714,851 769,196
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年６月30日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 275,100 275,100

資本剰余金 88,500 88,500

利益剰余金 3,670,528 3,661,246

自己株式 △621,696 △621,765

株主資本合計 3,412,432 3,403,081

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 6,142 6,719

その他の包括利益累計額合計 6,142 6,719

純資産合計 3,418,574 3,409,800

負債純資産合計 4,133,425 4,178,997
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成25年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年７月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 3,123,303 3,002,807

売上原価 895,152 843,136

売上総利益 2,228,151 2,159,671

販売費及び一般管理費 ※ 2,133,294 ※ 2,039,975

営業利益 94,856 119,695

営業外収益   

受取利息 229 260

受取保険金 － 5,688

協賛金収入 926 1,000

債務取崩益 4,880 178

貸倒引当金戻入額 2,644 －

その他 3,093 1,357

営業外収益合計 11,774 8,483

営業外費用   

支払利息 412 234

貸倒引当金繰入額 － 440

その他 60 91

営業外費用合計 472 766

経常利益 106,158 127,413

特別損失   

固定資産除却損 152 154

減損損失 15,290 39,597

特別損失合計 15,443 39,752

税金等調整前四半期純利益 90,715 87,660

法人税、住民税及び事業税 50,839 45,275

法人税等調整額 △6,501 △9,321

法人税等合計 44,338 35,954

少数株主損益調整前四半期純利益 46,376 51,706

四半期純利益 46,376 51,706
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成25年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年７月１日
　至　平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 46,376 51,706

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,296 577

その他の包括利益合計 1,296 577

四半期包括利益 47,672 52,284

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 47,672 52,284

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成25年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年７月１日
　至　平成26年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 90,715 87,660

減価償却費 141,909 113,957

減損損失 15,290 39,597

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,644 440

賞与引当金の増減額（△は減少） 10 200

受取利息及び受取配当金 △494 △508

支払利息 412 234

固定資産除却損 152 154

売上債権の増減額（△は増加） △10,303 △12,869

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,599 △4,619

仕入債務の増減額（△は減少） 58,499 55,435

未払消費税等の増減額（△は減少） 8,896 △6,728

その他 △3,683 △2,199

小計 293,160 270,754

利息及び配当金の受取額 494 508

利息の支払額 △396 △179

法人税等の支払額 △6,577 △47,968

法人税等の還付額 21,255 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 307,936 223,116

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △32,402 △32,301

定期預金の払戻による収入 70,000 -

有形固定資産の取得による支出 △9,889 △83,349

貸付けによる支出 △8,225 △4,030

貸付金の回収による収入 4,688 3,610

敷金及び保証金の差入による支出 － △5,617

敷金及び保証金の回収による収入 － -

その他 △1,048 294

投資活動によるキャッシュ・フロー 23,122 △121,393

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 50,000 -

長期借入金の返済による支出 △21,666 △24,285

自己株式の取得による支出 △89 △68

配当金の支払額 △60,654 △60,737

財務活動によるキャッシュ・フロー △32,409 △85,090

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 298,649 16,632

現金及び現金同等物の期首残高 1,028,883 1,415,069

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,327,533 ※ 1,431,701
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年７月１日

　　至 平成25年12月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年７月１日

　　至 平成26年12月31日）

給料及び手当 819,545千円 775,280千円

賞与引当金繰入額 2,240 2,540

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表上に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年７月１日
至　平成25年12月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年７月１日
至　平成26年12月31日）

現金及び預金 1,354,302千円 1,526,474千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △26,768 △94,772

現金及び現金同等物 1,327,533 1,431,701
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年７月１日　至　平成25年12月31日）

１．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成25年９月25日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 60,990 16 平成25年６月30日 平成25年９月26日

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年７月１日　至　平成26年12月31日）

１．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成26年９月26日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 60,988 16 平成26年６月30日 平成26年９月29日

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年７月１日　至　平成25年12月31日）

　当社は、料理飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年７月１日　至　平成26年12月31日）

　当社は、料理飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年７月１日
至　平成25年12月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年７月１日
至　平成26年12月31日）

　　１株当たり四半期純利益金額 12円17銭 13円56銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 46,376 51,706

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 46,376 51,706

普通株式の期中平均株式数（株） 3,811,878 3,811,787

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年２月13日

株式会社かんなん丸

取締役会　御中

 

アスカ監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　大丸　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 若尾　典邦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社かんな

ん丸の平成26年７月１日から平成27年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年７月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社かんなん丸及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しています。

　　　　２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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